




Development and Validation of Social Support Scales for 
Japanese College Students
―Including Appraisal Support―



















坂，2001）、病気対処行動（飯塚 ・ 箕口 ・ 兒玉，2005）、自己否定感（上田 ・ 窪田 ・ 樋口 ・ 橋本 ・ 宗像，2010）など、様
ざまな問題を緩和することが明らかになっている。
　ソーシャルサポートは、もともと1970年代から米国などを始めとする国々において、医学 ・ 疫学 ・ 福祉 ・ 社会心理学
や臨床心理学など多くの領域で注目を集め、これまで数多くの研究がなされている（浦，1992；Cohen, Underwood, & 
Gottlieb, 2000）。しかし、多領域で用いられるがゆえに、研究者や研究領域によって用いられる定義は様ざまであり、統
一した定義が難しい用語でもある（稲葉 ・ 浦 ・ 南，1988；浦，1992）。そのため、ソーシャルサポートを測定するための
尺度も数多く作成されているものの、いずれも定義に十分則ったものであるとは言い難い。そこで本研究では、先行研
　  　
＊ 1   立正大学心理学部准教授




























　しかしTable 1 に示すように、その分類は研究者によって異なり、2 タイプ（Barrera, Sandler, & Ramsay, 1981; Power, 
Champion, & Aris, 1988）や 3 タイプ（Cobb, 1976; Sykes & Eden, 1985）、 4 タイプ（Barrera & Ainlaly, 1983: Cohen, 





























Barrera,Sandler & Ramsay(1981) 物質的援助，感情的援助
Barrera & Ainlay(1983) 物 質 的 援 助 ， 非直 接的 サポ ート ，ポ ジテ ィブ な社 会的 交互 作用
直接的指導
Cobb(1976) 感情的サポート，尊重的サポート，情報
Cohen & Hoberman(1983) 物質的援助，評価的サポート，自尊的サポート，所属的サポート
Cohen & Wills(1985) 道具的援助，尊重的サポート，社会的仲間，情報





Power et al.(1988) 実用的サポート，感情的サポート
嶋(1991) 心理的サポート，娯楽関連的サポート，道具・手段的サポート，
問題解決志向的サポート





報告者 因子数  ソーシャルサポートタイプ



































２ ）結　果　自由記載126件の回答を、KJ 法を用いて分類を行った。その結果まず、「成果 ・ 結果」「努力 ・ 心がけ」の
それぞれに対する「評価」「感謝」「労い」という計 6 つのカテゴリーが得られた。それに加え、「考え ・ 意見に対する評

















ａ）調査対象　都内私立大学の大学 1 年生～ 4 年生677名（男性284名、女性393名、平均年齢19.4歳、SD=1.3）を調査
対象者とした。




ト 9 項目を加えた合計32項目を用いた。片受 ・ 庄司（2003）の勤労者用ソーシャルサポート尺度は、情緒的、情報
的、道具的、娯楽的（所属感サポートに対応）という 4 つの内容の知覚されたサポートを測定する尺度である。本
尺度の内、評価的サポートに対応すると考えられる「あなたを評価してくれる（情緒的）」という項目を削除し、予
備調査で得られた 9 項目を追加した。また、「カラオケやお酒を飲みに連れて行ってくれる（娯楽 ・ 所属的）」、を大
学生用として「気分転換に付き合ってくれたり、遊びにつれて行ってくれる」に変更した。それぞれの項目につい
て「 1 ：全くあてはまらない」～「 4 ：非常にあてはまる」の 4 件法で回答を求めた。
　抑うつ：Radloff（1977）による CES-D（Center for Epidemiological Studies Depression Scale）の邦訳版（島 ・ 鹿
野 ・ 北村 ・ 浅井，1985）を用いた。全20項目について「 1 ．ない」～「 4 ． 5 日以上」の 4 件法で回答を求めた。
　状態不安尺度：Spielberger, Gorsuch & Lushene（1970）による STAI（State-Trait Anxiety Inventory）の邦訳版
（中里 ・ 水口，1982）を用いた。全20項目について「 1 ．全くちがう」～「 4 ．その通りだ」の 4 件法で回答を求め
た。
　自尊感情：Rosenberg（1965）よる自尊感情尺度の邦訳版（山本 ・ 松井 ・ 山城1982）を用いた。全10項目につい
て「 1 ．全くあてはまらない」～「 4 ．非常にあてはまる」の 4 件法で回答を求めた。
　援助要請スキル：本田ら（2010）による援助要請スキル尺度を用いた。全17項目について「 1 ：全くあてはまら
ない」～「 4 ：非常にあてはまる」の 4 件法で回答を求めた。
　ソーシャルサポート：嶋（1991）による学生用ソーシャルサポート尺度、を用いた。全12項目について「 1 ．全








た評価的サポートに関する 9 項目のうち 8 項目を含んでいた。そこでこの因子を「評価的サポート」と命名した。第 2
因子は「問題解決方法について、アドバイスをしてくれる」,「分らないことがある時に教えてくれる」など、情報的サ













　新たに得られた 3 つの下位尺度ごとに Cronbach のα係数を算出したところ、「評価的サポート」は .94,「情報 ・ 道具






F1 F2 F3 M SD
F1 :  評価的サポート(α=.94) 31.55 5.95
22 あなたの成果に感謝してくれる .88 .03 -.10 3.02 .77
32 あなたの成果を労ってくれる .86 .06 -.06 3.19 .70
29 あなたの努力や心がけを評価してくれる .78 .13 -.06 3.22 .71
26 あなたの努力や心がけを労ってくれる .75 .07 .05 3.20 .74
11 あなたに期待してくれる .70 -.11 .09 3.05 .77
16 あなたの努力や心がけに感謝してくれる .67 -.01 .12 3.14 .78
2 あなたの成果を評価してくれる .63 .18 -.05 3.23 .73
19 他者の前であなたを評価してくれる .61 .17 -.04 2.85 .83
27 あなたの良いところをほめてくれる .60 .06 .22 3.28 .73
33 あなたを信頼してくれる .58 -.07 .29 3.37 .67
F2 : 情報・道具的サポート(α=.88) 22.80 3.85
3 問題解決方法について,アドバイスをしてくれる -.01 .86 -.07 3.24 .72
8 どうしたら良いかを助言してくれる .05 .82 -.09 3.26 .72
14 分からないことがあるときに，教えてくれる -.05 .60 .24 3.40 .67
9 新しいことを学びたいときに，教えてくれる .12 .59 -.04 3.02 .81
24 あなたに必要な情報を与えてくれる .12 .58 .09 3.34 .67
18 決心がつかないときに，アドバイスをしてくれる .05 .57 .14 3.24 .74
31 あなたが間違ったときに指摘してくれる .14 .49 .02 3.29 .68
F3 : 情緒・所属的サポート(α=.87) 20.83 3.25
5 一緒に遊びに出かけてくれる -.06 -.06 .82 3.53 .69
15 気分転換につきあってくれたり，遊びに連れていってくれる .06 -.09 .80 3.40 .76
10 一緒にいて楽しい時間を過ごしてくれる .03 -.03 .70 3.64 .60
30 あなたの個人的な話を聞いてくれる -.04 .20 .68 3.55 .64
17 あなたの気持ちを落ち着かせてくれる .21 .07 .52 3.25 .75
20 あなたの悩みやグチを聞いてくれる -.01 .25 .52 3.45 .71









大学生用ソーシャルサポート尺度 －.30*** －.35*** .24*** .62*** .71**
 　　　　　　　評価的サポート －.32*** －.37*** .30*** .59*** .62**
　　　 　　　　情報･道具的サポート －.23*** －.27*** .16*** .54*** .62**
　　　　　　　 情緒・所属的サポート －.24*** －.30*** .15*** .55*** .71**







相関を示した。逆に尺度の合計得点および各下位尺度得点は、抑うつ（r= － .27～ .30,  p<.001）および、状態不安との








点および各下位尺度得点に対して t 検定を実施した（Table 6 ）。
t値 得点範囲
Mean  SD Mean SD
大学生用ソーシャルサポート得点 70.75 11.82 78.36 10.79 -8.57*** 23～ 92
　　　評価的サポート 29.78 5.93 32.83 5.63 -6.74*** 10～40
　　　情報・道具的サポート 21.54 3.85 23.71 3.59 -7.45*** 7～28
　　　情緒・所属的サポート 19.44 3.48 21.83 2.66 -9.70*** 6～24
















































支援のみならず、援助の送り手側（彼 ・ 彼女らが所属する集団 ・ 組織）への臨床心理学的支援も重要であることが示唆
された。
３ ．本研究の課題
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大学生用ソーシャルサポート尺度項目
1 　あなたの成果に感謝してくれる
2 　問題解決方法について，アドバイスをしてくれる
3 　一緒に遊びに出かけてくれる
4 　あなたの成果を労ってくれる
5 　どうしたら良いかを助言してくれる
6 　気分転換につきあってくれたり，遊びに連れていってくれる
7 　あなたの努力や心がけを評価してくれる
8 　新しいことを学びたいときに，教えてくれる
9 　一緒にいて楽しい時間を過ごしてくれる
10　あなたの努力や心がけを労ってくれる
11　分からないことがあるときに，教えてくれる
12　あなたの個人的な話を聞いてくれる
13　あなたに期待してくれる
14　あなたに必要な情報を与えてくれる
15　あなたの気持ちを落ち着かせてくれる
16　あなたの努力や心がけに感謝してくれる
17　決心がつかないときに，アドバイスをしてくれる
18　あなたの悩みやグチを聞いてくれる
19　あなたの成果を評価してくれる
20　あなたが間違ったときに指摘してくれる
21　他者の前であなたを評価してくれる
22　あなたを信頼してくれる
23　あなたの良いところをほめてくれる
